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福島県内に生息するイノシシの放射性セシウム濃度について 

○大町仁志、根本唯、斎藤梨絵、溝口俊夫

福島県環境創造センター 

１ はじめに 

東京電力福島第一原子力発電所の事故は、放射性物質による広大な範囲の環境汚染を生

じさせた。自然環境に生息する野生動物も例外ではなく、環境中の放射性セシウムが食物

などから体内に取り入れられたことにより、多くの野生動物において放射性セシウムが検

出されている。福島県では、2011 年から野生動物の筋肉に含まれる放射性セシウム濃度の

モニタリングを、2013 年からは環境から野生動物体内への放射性セシウムの移行メカニズ

ムに関する研究を開始した。野生動物の中でも、特にイノシシ(Sus scrofa)については、

高い放射性セシウム濃度が検出されている（図１）。体内で放射性セシウムが検出されるの

は、これらを含む食物を食べることによる同化が原因と考えられたことから、イノシシの

筋肉及び胃内容物に含まれる放射性セシウム濃度について調査を行った。 

２ 調査方法 

調査の対象となるイノシシは、福島県内においてくくりワナまたは銃により捕獲された

個体を使用した。同じ個体の筋肉及び胃内容物に含まれるガンマ線放出核種の測定(湿潤重

量)を行った。 

３ 結果・考察 

筋肉と胃内容物に含まれるセシウム 137濃度において、強い正の相関がみられた（図２）。

このことから、イノシシの筋肉に含まれる放射性セシウム濃度は、食物に含まれる放射性

セシウム濃度に強い影響を受けているものと推測された。

図２ イノシシの筋肉と胃内容

物の関係 

(福島県 2013-2015 年度) 

図１ イノシシの筋肉中における Cs137

濃度の時系列変化 

(福島県 2011-2015 年度) 
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